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寝屋川市産業振興に関する連絡調整会議 議事録（要旨） 

 

 会員 10 名中９名参加 

【日  時】令和７年２月 19 日(水)午前 10 時 00 分ごろ～午前 11 時 30 分ごろ 

【場  所】寝屋川市立産業振興センター３階 第１セミナー室 

【配布資料】・第 19 回寝屋川市産業振興に関する連絡調整会議 次第 

      ・第 19 回寝屋川市産業振興に関する連絡調整会議 席次表 

・寝屋川市産業振興に関する連絡調整会議 資料 

【出 席 者】 

第１号会員 公募市民 下田 綾子 氏 

第２号会員 寝屋川市商業団体連合会 髙田 勝司 氏 

寝屋川市農政推進協議会 玉川 好裕 氏 

第３号会員 北大阪商工会議所 中島 要 氏 

第４号会員 大阪電気通信大学 伊藤 義道 氏 

摂南大学 尾山 廣 氏 

大阪国際大学・大阪国際大学短期大学部 冨加見 隆 氏 

第５号会員 寝屋川市消費者協会 森田 順子 氏 

会   長 市まちづくり推進部部長兼産業振興室長 山口 美加 

市 事 務 局 法元次長、川原課長、津川係長、元村係長、前田 

【欠 席 者】 

第２号会員 寝屋川市工業会 小谷 博明 氏 

【傍 聴 者】 

０名 

【要  旨】 

１ 会議の公開・非公開 

会議の公開・非公開について諮り、原則どおり公開とすることを決定した。 

２ 会員様から御提供いただいた案件 

 ⑴ 第 81 回 KNS（関西ネットワークシステム）定例会の開催 

  【説明・趣旨】 
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・尾山会員から「第 81 回 KNS（関西ネットワークシステム）定例会の開催」

について、説明が行われた。 

・地域の自立のために重要な産学官民の有機的なネットワークを形成し、広

範な交流を図り、社会に貢献する関西の科学技術と産業の振興を図るとと

もに、地域経済の活性化に寄与することを目的とした「関西ネットワーク

システム」という異分野コミュニティがある。 

・「産学官民連携はコミュニケーションから始まる!!」を合言葉に活動を続け

ており、第 81 回 KNS（関西ネットワークシステム）定例会（日時：令和７

年３月８日（土）午後１時～午後８時）を摂南大学寝屋川キャンパスにて

開催する。 

・摂南大学教授による産学官連携をテーマとした「基調講演」や日々の活動

について発表する「プレゼン大会」、また「交流会」を予定しており、いろ

いろな異分野の方と交流を深めることができる。関心のある方は是非、参

加いただきたい。 

【質問・意見】 

▶質問１ 

   （ 質 問 ）参加者の人数はどのくらいか。 

➡（ 回 答 ）定例会には、毎回 100 人を超える参加者が集っている。特

に、熱意を持って活動に関心を寄せる方々が継続的に参加されており、

活発な情報交換を通じて新たなアイデアが生まれる場となっている。 

▶質問２ 

   （ 質 問 ）申込みはどのように手続すればよいか。 

➡（ 回 答 ）定例会の申込みは既に開始されており、ウェブサイトを通

じて事前申込みを行うことができる。 

３ 市の産業振興施策について 

⑴ 農業まつり 

【説明・趣旨】 

・農業まつりにおける開催内容や来場者数など開催実績について、事業報告

を行った。 
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【質問・意見】 

▶質問１ 

   （ 質 問 ）農業まつりは、今後も寝屋川駅前線（駅前大通り「さわやかロ

ード」）で実施するのか。 

➡（ 回 答 ）今年度から寝屋川駅前線（駅前大通り「さわやかロード」）

にて実施したが、事故もなく安全に開催された。来年度以降も、安全面

に十分配慮しながら、課題を解決しつつ、引き続き同じ場所で実施する

予定である。 

▶質問２ 

   （ 質 問 ）開催中に雨が降った際、以前よりテントが小さくなっていた

ため、商品が濡れそうになった。今後、この点はどのように改善されるの

か。 

➡（ 回 答 ）会場のスペースを考慮すると、テントを大きくすることは

難しいが、シートをかけるなど雨を防ぐ対策を検討し、課題を解決しな

がら次回以降の開催に取り組んでいく予定である。 

⑵ 農地のマッチング事業 

【説明・趣旨】 

・農地のマッチング事業におけるマッチング成立件数や成立案件の概要等の

実績について、事業報告を行った。 

⑶ 貸農園整備事業補助 

【説明・趣旨】 

・貸農園整備に係る補助事業の補助件数等の実績について、事業報告を行う

とともに、開設（予定を含む）の農園の概要等について、事業説明を行っ

た。 

⑷ ユニーク経営表彰制度 

【説明・趣旨】 

・ユニーク経営表彰制度における応募状況や受賞事業者の取組等について、

事業報告を行った。 

【質問・意見】 
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▶質問１ 

   （ 質 問 ）ユニーク経営表彰制度について非常に良い取組だと考えてい

る。今後、事業者の取組内容を公開するとのことだが、いつ頃、どの程度

の内容を公開する予定か。 

➡（ 回 答 ）市長賞、特別賞を受賞した事業者の取組内容を公開する予

定であり、具体的な公開スケジュールは受賞した事業者と相談の上、決

定する。公開方法については、市広報の特集ページやリーフレット、パ

ンフレットを通じた周知に加え、受賞事業者によるセミナーの実施等、

その方法については今後検討していく。 

▶質問２ 

   （ 質 問 ）ユニーク経営表彰制度の審査方法はどのようなものか。 

➡（ 回 答 ）審査方法については、大学教授、商工会議所の関係者、市

の職員など４名で構成される選考委員会を設置し、委員会内で議論した

結果、書類審査による選考を決定した。書類審査では、独創性、実効性、

継続性など６つの審査項目に基づき、事業者の選定が行われた。 

▶質問３ 

   （ 質 問 ）「ワガヤネヤガワ・ベンチャービジネスコンテスト」は今後実

施する予定はあるか。 

➡（ 回 答 ）「ワガヤネヤガワ・ベンチャービジネスコンテスト」は応

募者数の減少などの理由により、平成 30 年度を最後に休止している。現

時点では再開の予定はないが、意見を踏まえながら今後の対応を検討す

る。 

⑸ ネヤガワジョブマッチングフェア 

【説明・趣旨】 

・ネヤガワジョブマッチングフェアについて、事業概要等の事業説明を行っ

た。 

⑹ ねやがわパーク事業 

【説明・趣旨】 

・令和７年３月に開催する「ねやがわパーク事業（桜と光の舞い 2025）」に
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ついて、事業内容を説明するとともに、令和６年 10 月に開催した「ねやが

わパーク事業（月見とランタンの夕べ 2024）」の事業報告を行った。 

【質問・意見】 

▶質問１ 

   （ 質 問 ）出店者の応募状況はどうか。 

➡（ 回 答 ）今回の出店には「物販出店者」と「飲食出店者」の２種類

があり、市内事業者の認知度向上を目的としている。「物販出店者」は 10

店舗を募集したものの応募数はあまり多くなかった。一方、「飲食出店者」

は 30 店舗の募集に対し、それを上回る応募があり、一部の店舗には出店

をお断りした。選考は抽選ではなく、SNS での周知状況など一定の採点

基準を設けて実施した。 

▶意見１ 

・屋外イベントのため、雨天時の対応としてテントを持ち込む必要があり、

商品を濡らさない工夫が求められることから、物販の出店のハードルが高

い。気軽にチャレンジできるよう、事前にテントを設置し、小分けに区分

けされたブース形式にしてもらえると、継続的に出店しやすくなる。 

４ 都市デザイン部について（意見交換） 

  【説明・趣旨】 

・「都市デザイン部」について、概要等を事務局から説明の上、その後、意見

交換が行われた。 

・２軸化構想において、重点的に取組を進めるエリア及び方向性の整理に見

通しがついたことを踏まえ、市域全体のリノベーションを一体的に進めて

いく観点から、現行の「２軸化事業本部」、「まちづくり推進部」及び「都

市基盤整備部」を再編し、「都市デザイン部」及び「都市管理部」を設置す

る。 

・まちづくりを進めていく上で、商業・工業・農業の各分野とより密接に連

携し、それぞれの視点を踏まえながら進めていくことを意図している。 

  【質問・意見】 

▶意見１ 
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・茨木市に、文化・子育て複合施設「おにクル」が開設された。本施設は「育

てる広場」をキーコンセプトに、ホールや図書館、子育て支援施設、プラ

ネタリウム、市民活動センターなどで構成されている。行政は場を提供し、

その活用方法や発展の在り方について、市民とともに考えていく方針であ

る。 

・施設の計画段階から市民参加型のワークショップが複数回実施され、市長

も加わりながら議論を重ねてきた。昼間はマルシェや子ども向けイベント

の場として活用され、夕方から夜にかけては高校生を含む若者が多く集ま

り、地域のにぎわいに寄与している。公共施設としてここまで若者が集ま

る事例は珍しいと感じた。 

▶意見２ 

・高校生や大学生などの若者が、自分のまちで快適に過ごせる環境を整える

ことが、今後のまちづくりにおいて重要ではないかと考えている。 

▶意見３ 

・まちづくりを進めるに当たり、部局を横断的に連携し、情報共有を図りな

がら取り組むことが望ましいのではないか。 

▶意見４ 

・香里園駅の東側について、西側に比べて店舗が少なく、以前と比べると更

に減少している印象がある。 

５ その他 

 ⑴ 大阪・関西万博における寝屋川市の取組について 

▶質問１ 

   （ 質 問 ）大阪・関西万博に関連し、大阪の自治体が出店する期間がある

が、寝屋川市はそれを活用し、産業振興につながるような取組を行う予定

はあるか。 

➡（ 回 答 ）「大阪ウィーク（大阪・関西万博において、大阪府内の自

治体が連携・協力し、大阪の魅力を国内外に発信する催事）」に出店する

予定と聞いているが、具体的な内容については今後検討される。 

６ 今後のスケジュール 
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 ・今後のスケジュールについては、事前に日程や案件の調整をさせていただ

く。 


